	テーマ
	講座No.10056
講座名

「スクールカウンセラーの学校コミュニティ参入」

	お勧め文
	不登校の問題が学校教育を揺るがした時代が長閑な昔に感じられるような状況が学校を襲っている。学校での殺傷事件、いじめ、暴力行為、「モンスターペアレント」、教職員のメンタルヘルスなど、話題に事欠かない情勢である。学校教育にも心理臨床機能が必要とされる時代になった。この事態を受け、公立中学校は既にスクールカウンセラーが全校配置となり、平成21年度からは公立小学校にも置かれるようになった。赴任する学校はどのような個性をもち、どのような問題が待ち受けているのか、どう見立て、どう対処すれば良いのか…学校コミュニティ参入にも、見立てと見通しが必須となる。
本科目では、スクールカウンセリングの最先端で活躍する諸氏を迎えた。まず、1回目は、学校コミュニティ参入に必要な考え方、着目点を整理し、2回目からは、参加者に赴任校への参入について話題提供していただきながら、時系列を追ったシミュレーションをライブで行うこととしたい。参入事例発表を希望される方は申込み時に、Ｂ５版１枚以内に検討希望事項と参入過程概要を用意されたい。
鵜養 美昭（日本女子大学教授）

· 事例を扱う関係から、守秘義務を守れる方に限定します。

	開催日・定員・受講料
	水曜日／定員45名／受講料８，０００円

１９：００～２０：３０

	講師・内容

各回の開催日

タイトル

講師名・肩書

主な著書の順


	第１回 ２０１１年２月１６日「 学校コミュニティに参入するということ」
鵜養 啓子：昭和女子大学教授
主な著作
「学校臨床と法律」(佐藤進監修「心の専門家が出会う法律」)誠信書房 2009
「学校と臨床心理士」鵜養美昭と共著 ミネルヴァ書房 1997

第２回 ２０１１年２月２３日「 参入事例検討―①― 」

福田 憲明：明星大学准教授
主な著作

「児童・青年期の心理臨床」（共著）安田生命社会事業団 2001
「学校アセスメント」（村山正治編 現代のエスプリ別冊「臨床心理士によるスクールカウンセリングの実際―コラボレーションを活かす時代へ）至文堂 2008
第３回 ２０１１年３月２日「参入事例検討―②― 」
植山 起佐子：臨床心理士コラボオフィス目黒代表 
主な著作

「テロ事件と子どもの心」ニューヨーク教育相談室 編  慶應義塾出版会  2004
「気づいた人が動いて始まる」(特集 支援に活かす転回的発想と実践)『そだちと臨床』明石書店 / 『そだちと臨床』編集委員会 編 2009
第４回 ２０１１年３月９日「参入事例検討―③― 」
鵜養 美昭：日本女子大学教授
主な著作

「実践！スクールカウンセリング」共編 金剛出版  2002
「学校と臨床心理士」鵜養啓子と共著 ミネルヴァ書房 1997




